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発行人 
教務所長 佐々木孝昭 

昨
年
六
月
十
四
日
ご
遷
化
さ
れ

た
本
願
寺
第
二
十
三
代
宗
主
勝
如

上
人
（
前
門
さ
ま
）
の
一
周
忌
法
要

が
、
六
月
十
一
日
の
午
後
（
逮
夜
法

要
）
か
ら
祥
月
命
日
の
十
四
日
午

後
（
日
中
法
要
）
ま
で
、
本
願
寺
の

総
御
堂
で
営
ま
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
本
願
寺
備
後
会
館
に
お

い
て
も
六
月
十
一
日
午
後
一
時
よ

り
、
佐
々
木
孝
昭
主
管
（
教
務
所

長
）
の
導
師
の
も
と
、
第
二
十
三
代

勝
如
上
人
一
周
忌
法
要
が
勤
修
さ

れ
ま
し
た
。
法
要
に
引
き
続
き
、
会

館
常
例
法
座
六
月
の
講
師
で
あ
る

佐
々
木
至
成
師
よ
り
ご
法
話
が
あ

り
ま
し
た
。 

当
日
は
教
区
内
よ
り
百
名
を
越

え
る
参
拝
者
が
あ
り
、
上
人
の
ご

遺
徳
を
偲
び
な
が
ら
ご
法
縁
に
あ

わ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

写
真
提
供 

本
願
寺
新
報
社 
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先
般
開
催
さ
れ
ま
し
た
教
区
会
に

お
い
て
、
先
学
不
徳
に
も
拘
わ
ら
ず
議

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
誠
に
光
栄
に

存
じ
ま
す
と
共
に
、
そ
の
重
責
を
日
ご

と
に
実
感
と
し
て
噛
み
し
め
て
い
る

次
第
で
す
。 

今
後
宗
祖
親
鸞
聖
人
の
ご
生
涯
に

学
び
つ
つ
、
皆
様
方
の
ご
意
見
を
頂
戴

し
な
が
ら
、
開
か
れ
た
教
区
運
営
に
尽

力
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
念
仏
者

と
し
て
、
我
が
身
を
省
み
つ
つ
、「
自
行

化
他
」
の
教
え
が
行
き
届
き
ま
す
よ
う

に
、
微
力
を
注
ぐ
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
教
区
内
の
寺
院
、
門
信
徒
の
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
教
導
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
わ
が
教
区
内
で
は
、
区
令
を

も
っ
て
賦
課
基
準
の
調
整
の
た
め
委

員
会
が
設
置
さ
れ
、
長
年
懸
案
で
あ
っ

た
、
基
準
の
見
直
し
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
。 

各
組
、
各
寺
院
の
立
場
や
紆
余
曲
折

し
て
き
た
改
革
へ
の
試
み
と
挫
折
、
そ

れ
に
加
え
て
様
々
な
思
惑
が
働
き
ま

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
公
平
、

公
正
に
な
か
な
か
近
づ
け
な
か
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
、
教
区
内
の

最
重
要
な
課
題
と
し
て
位
置
づ
け
、
多

く
の
委
員
が
真
剣
に
ご
検
討
下
さ
っ

て
お
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
互
い
に
、
何

と
か
納
得
の
い
く
成
果
を
挙
げ
た
い

も
の
で
す
。 

あ
く
ま
で
、
教
区
内
の
皆
様
の
ご
意

見
を
互
い
に
尊
重
し
な
が
ら
、
宗
祖
親

鸞
聖
人
の
御
同
朋
、
御
同
行
の
精
神
に

し
た
が
い
つ
つ
、
進
め
て
い
き
た
い
も

の
で
あ
り
ま
す
。 

教
区
会
も
共
に
歩
ま
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
力
を
尽
く
し
て
い
き
た
い

と
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
ご
支
援
、
ご

鞭
撻
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

私
は
一
九
三
一
年
（
昭
和
六
年
）
未

年
の
生
ま
れ
で
す
か
ら
、
今
年
は
六
度

目
の
年
男
に
な
り
ま
す
。
こ
の
歳
に
な

る
と
誰
も
が
現
役
を
卒
業
し
楽
隠
居

を
決
め
込
ん
で
、
や
れ
グ
ル
メ
旅
行
だ
、

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
だ
、
海
外
旅
行
だ
と
結

組

長

会

長

挨

拶 

―
若
い
芽
を
育
て
よ
う
―  

比
婆
組
勝
光
寺 

渡
辺
恭
信 

教
区
会
議
長
挨
拶  

深
津
組
専
光
寺 

藤
井
徳
行 

構
な
ご
身
分
の
方
々
が
多
い
の
を
見

る
に
つ
け
、
老
醜
を
さ
ら
し
組
長
会
長

と
い
う
柄
に
も
な
い
大
役
を
持
て
余

し
て
い
る
自
分
が
、
何
と
な
く
情
け
な

く
哀
れ
に
思
わ
れ
て
き
ま
す
。
ま
こ
と

に
、
御
文
章
の
「
た
だ
い
た
づ
ら
に
あ

か
し
、
い
た
づ
ら
に
暮
ら
し
て
、
老
い

の
白
髪
と
な
り
は
て
ぬ
身
の
あ
り
さ

ま
こ
そ
悲
し
け
れ
」
の
お
言
葉
が
身
に

し
み
て
味
わ
わ
れ
ま
す
。 

私
の
組
は
こ
こ
数
年
の
間
に
ず
い

ぶ
ん
若
返
り
を
遂
げ
ま
し
た
。
確
か

ゲ
ー
テ
の
言
葉
に
「
若
者
、
汝
う
ら
や

ま
し
き
者
」
と
あ
り
ま
す
が
、
本
当
に

そ
の
通
り
で
、
組
活
動
が
活
気
を
帯
び

て
き
た
の
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。
こ
の

五
月
、
備
龍
会
の
皆
さ
ん
の
す
ば
ら
し

い
「
初
夜
礼
讃
」
の
法
縁
に
遇
わ
せ
て

い
た
だ
き
、
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
圧
倒

さ
れ
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
す
。 

私
の
仕
事
は
若
い
人
を
育
て
、
各
教

化
団
体
の
若
返
り
を
す
す
め
る
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
少
子

高
齢
化
社
会
の
中
で
、
地
盤
沈
下
を
起

こ
し
て
い
る
若
婦
人
部
と
青
少
年
部

の
育
成
は
、
宗
門
の
存
続
に
関
わ
る
重

大
事
で
す
。
そ
の
た
め
に
若
い
坊
守
や

寺
族
婦
人
の
組
織
化
を
図
り
、
若
い
力

と
新
し
い
発
想
で
教
化
活
動
を
創
造

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

宗
門
の
未
来
に
思
い
を
馳
せ
、
よ
う

や
く
萌
え
出
た
若
い
芽
に
期
待
し
、
み

ん
な
で
暖
か
く
育
て
た
い
も
の
で
す
。 

ま
た
、
七
月
九
日
に
は
教
区
会
議
員

本
山
総
参
拝
を
実
施
、
備
後
教
区
よ
り

十
二
名
ご
参
加
い
た
だ
き
、
総
局
と
の

協
議
を
行
い
ま
し
た
。
総
局
よ
り
桑
羽

総
務
・
山
内
公
室
長
の
ご
出
席
を
い
た

だ
き
、
財
政
・
賦
課
基
準
の
問
題
、
所

長
の
賞
与
・
今
後
の
教
団
の
抱
え
る
諸

問
題
に
つ
い
て
熱
心
に
協
議
を
い
た

し
、
実
り
あ
る
総
参
拝
で
あ
り
ま
し
た

こ
と
を
併
せ
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 
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備
中
里 

高
運
寺 

塩
田 

由
成 

 

中 

徳
善
寺 

後
谷 

唯
史 

 

奥 

増
福
寺 

藤
本 

直
樹 

深 

津 

慶
満
寺 

松
井 

一
昭 

鴨 

川 

正
福
寺 

渡
邉 

見
真 

鴨
川
北 

円
福
寺 

三
條 

義
見 

沼
隈
西 

西
明
寺 

赤
柴 

証
悟 

沼
隈
南 

光
源
寺 

北
山 

祐
章 

芦 

田 

慶
照
寺 

田
坂 

英
俊 

神 

石 

光
徳
寺 

椙 
 

英
俊 

三 

谿 

専
教
寺 

鎌
倉 

行
雄 

比 

婆 

妙
延
寺 

尾
野 

義
宗 

三 

次 

光
西
寺 

長
田 

瑞
昭 

御
調
東 

光
林
寺 

箱
田 

正
文 

御
調
西 

法
泉
寺 

小
島 

照
行 

世 

羅 

善
行
寺 

真
澄 

瑛
智 

組
長 

備
中
里 

専
教
寺 

佐
々
木
文
麿 

 

中 

光
福
寺 

釋
圍 

義
證 

 

奥 

善
教
寺 

高
下 

法
証 

深 

津 

法
真
寺 

生
駄 

浩
蔵 

鴨 

川 

金
蔵
坊 

岡
田 

龍
英 

鴨
川
北 

照
専
寺 

佐
々
木
至
成 

沼
隈
西 

福
照
坊 

岡
部 

徳
雄 

沼
隈
南 

勧
正
坊 

中
山 

慧
海 

芦 

田 

徳
円
寺 

田
坂 

健
爾 

神 

石 

正
光
寺 

和
泉 

晃
仁 

三 

谿 

法
専
寺 

加
藤 

哲
真 

比 

婆 

勝
光
寺 

渡
邉 

恭
信 

三 

次 

安
養
寺 

丸
山 

充
信 

御
調
東 

照
善
寺 

藤
井 

宣
之 

御
調
西 

順
勝
寺 

田
坂 

 

潤 

世 

羅 

正
満
寺 

島
津 

恵
心 

僧
侶
議
員 

 

備
中
里 

浄
心
寺 

津
田 

雅
行 

 

中 

西
明
寺 

実
相 

寛
信 

 

奥 

浄
福
寺 

山
下 

義
円 

深 

津 

専
光
寺 

藤
井 

徳
行 

鴨 

川 

福
泉
寺 

児
玉 

雄
嗣 

鴨
川
北 

光
明
寺 

吉
岡 

隆
義 

沼
隈
西 

善
性
寺 

藤
原 

善
雄 

沼
隈
南 

善
行
寺 

熊
谷 

和
順 

芦 

田 

西
福
寺 

山
名 

浩
明 

神 

石 

正
善
寺 

熊
原 

卓
史 

三 

谿 

浄
円
寺 

宮

 
 

伸 

比 

婆 

金
秀
寺 

西
本 

法
照 

三 

次 

覚
善
寺 

常
光 

和
信 

御
調
東 

福
善
寺 

大
田
垣
聖
圓 

御
調
西 

正
明
寺 

沼
隈 

真
澄 

世 

羅 

浄
楽
寺 

栗
原 

一
乗 

門
徒
議
員 

備
中
里 

専
教
寺 

岩
崎 

弘
次 

 

中 

西
明
寺 

三

宅

 

昭 

 

奥 

本
教
寺 

原
田 

靖
三 

深 

津 

光
行
寺 

妹
尾 

 

隆 

鴨 

川 

福
泉
坊 

小
林
幡
太
郎 

鴨
川
北 

正
明
寺 

山
本 

 

馨 

沼
隈
西 

善
性
寺 

小
林 

幸
司 

沼
隈
南 

南
泉
坊 

三
谷 

清
隆 

芦 

田 

徳
円
寺 

藤
岡 

松
男 

神 

石 

法
泉
寺 

豊
田 

淳
祥 

三 

谿 

専
教
寺 

森
橋 

幸
雄 

比 

婆 

勝
光
寺 

森 
 

文
三 

三 

次 

真
光
寺 

三
吉 

献
二 

御
調
東 

正
典
坊 

河
原 

幸
造 

御
調
西 

南
光
寺 

西
永 

 

宝 

世 
羅 
善
行
寺 

重
藤 

一
也 

教
区
会
副
議
長 

沼
隈
南 

南
泉
坊 

三
谷 

清
隆 

教
区
会
議
長 

深 

津 

専
光
寺 

藤
井 
徳
行 

深 

津 

専
光
寺 

藤
井 
徳
行 

 

中 

西
明
寺 

実
相 

寛
信 

芦 

田 

西
福
寺 

山
名 

浩
明 

比 

婆 

金
秀
寺 

西
本 

法
照 

三 

次 

覚
善
寺 

常
光 

和
信 

深 

津 

光
行
寺 

妹
尾 

 

隆 

沼
隈
西 

善
性
寺 

小
林 

幸
司 

沼
隈
南 

南
泉
坊 

三
谷 

清
隆 

神 

石 

法
泉
寺 

豊
田 

淳
祥 

組
長
会
長 

比 

婆 

勝
光
寺 

渡
邉 

恭
信 

組
長
会
副
会
長 

芦 

田 

徳
円
寺 

田
坂 

健
爾 

(

敬
称
略)
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動推進委員会

動推進委員会

長/各組相談員

運動推進委員会 正副会長会議

進委員会会長(教務所長)

会長
寺 々佐 木至成
寺 田坂英俊

常任委員会
、 、(会長 副会長 各部会部長・副部長・幹事)

区相談員)
坊 坂原英見

従員
寺 原英順
寺 法正映真

第4部会
(伝道・広報課題担当)

<教区僧侶研修会等に関する企画立案>
<課題事業推進>

世　羅 浄楽寺 栗原一乗 部長
　中 辻之坊 杉原顕正 副部長
深　津 光善寺 苅谷友之 幹事
　中 徳善寺 後谷唯史
　奥 浄福寺 西家昭二
深　津 真福寺 福間恵真
芦　田 慶照寺 田坂英俊
神　石 光徳寺 椙  英俊
三　谿 法専寺 加藤哲真
比　婆 妙延寺 尾野義宗

第3部会
(共同参画課題担当)

<連研等に関する企画立案>
<課題事業推進>

円光寺 豊浦順海 部長
法泉寺 小島照行 副部長
浄泉坊 桜田淑子 幹事
正福寺 渡邉見眞
西明寺 赤柴証悟
光徳寺 江村良治
明覚寺 不ニ川公哉
勝光寺 大田文枝
覚善寺 常光和信
専光寺 藤井迎朋

【 】 連研専門委員会 
【 】 門推連絡協議会 

【 】 男女共同参画専門委員会 
【 】 門徒総代会世話人会 

【 】 教化団体等連絡協議会 

【 】 法式・法務専門委員会 
芦　田 明浄寺 立神義昭 委員長
芦　田 光明寺 千葉隆誓 副委員長
鴨　川 勝願寺 足利義信
鴨　川 浄光寺 小林朋行
沼隈西 万福寺 河村祐昭
三　谿 照善坊 福間真也
御調東 照源寺 久本晃道
御調東 大通寺 大淵法子
御調東 最円寺 三浦義純
御調西 光徳寺 藤田徹信

布
教
団 各

組
勤
式
推
進
員

【 】 FM専門委員会 
鴨　川 勝願寺 足利義信 委員長
深　津 正福寺 廣田光宣 副委員長
　奥 増福寺 藤本直樹
深　津 光円寺 平山智正
鴨川北 照専寺 々佐 木弘海
鴨川北 正明寺 渡辺浩之
鴨川北 円福寺 三條義見
沼隈西 万福寺 河村真弥
沼隈南 南禅坊 高階百壽
芦　田 明浄寺 立神義昭
神　石 正善寺 熊原得也
三　谿 善徳寺 長谷川憲章
三　次 専正寺 深水顕真
御調東 大通寺 大淵法子
御調西 善教寺 小島信章
世　羅 善行寺 真澄慎一

【 】 教区報専門委員会 
深　津 光円寺 平山智正 委員長
深　津 法真寺 生駄　真 副委員長
　中 香積寺 福島雅子
深　津 光善寺 苅谷友之
芦　田 光明寺 千葉隆誓
御調東 照源寺 久本晃道
御調東 円龍寺 池上走珠
御調西 専光寺 藤井迎朋
御調西 光徳寺 藤田徹信

勤式指導所
指導員         中    辻之坊    杉原顕正
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中央基幹運動

各組基幹運動

各組基推会長

備後教区基幹運

備後教区基幹運動推進

副会
鴨川北 照専寺
芦　田 慶照寺

各種対応委員会

主幹(教区
三次 東光

専従
世羅 善仁
世羅 円超

第1部会
(平和環境生命倫理課題担当)

<平和のつどい等に関する企画立案>
<課題事業推進>

備中里 地福寺 髙橋了融 部長
三　次 西善寺 小武正教 副部長
芦　田 光秀寺 武田哲也 幹事
　奥 増福寺 藤本直樹
鴨川北 照専寺 々佐 木至成
沼隈西 萬福寺 松林英水
三　谿 専教寺 鎌倉行雄
比　婆 西念寺 栗原尚道
御調東 光林寺 箱田正文
御調東 無量寺 深水純司

比　婆
御調西
沼隈西
鴨　川
沼隈西
神　石
三　谿
比　婆
三　次
御調西

第2部会
(人権課題担当)

<同朋講座等に関する企画立案>
<課題事業推進>

備中里 大円寺 奥村宏道 部長
世　羅 善行寺 真澄瑛智 副部長
世　羅 光永寺 毛利慶典 幹事
深　津 専明寺 原田淳誠
深　津 光円寺 平山智正
鴨　川 福泉坊 季平惠海
鴨川北 円福寺 三條義見
沼隈南 光林寺 天地秀顕
沼隈南 南泉坊 岡部正顕
三　次 光西寺 長田瑞昭

【 】 ビハーラ備後 
【 】 講社 

矯正教化連盟
【 】 同宗連専門委員会 

【 】 同朋三者懇専門委員会 

仏
教
婦
人
会

ス
カ
ウ
ト

仏
教
青
年
会

保
育
連
盟

少
年
連
盟

仏
教
壮
年
会

寺
婦
連
盟

顧問
三　谿 明覚寺 不ニ川公勝 僧侶宗会議員
深　津 崇興寺 開地　弘 門徒宗会議員
深　津 専光寺 藤井徳行 教区会議長
沼隈南 南泉坊 三谷清隆 副議長・常備会員
比　婆 勝光寺 渡邉恭信 組長会長
芦　田 徳円寺 田坂健爾 組長会副会長

参与
　中 光福寺 釈圍瑞栄 寺族婦人会委員長
　奥 浄福寺 山下義円 布教団副団長
深　津 光栄寺 平山義隆 布教団副団長
深　津 光明寺 藤間幹夫 スカウト代表
深　津 正善寺 藤井行夫 保育連盟委員長
神　石 法泉寺 豊田淳祥 総代会世話人代表
三　次 西善坊 戸田　肇 壮年会会長
御調西 光徳寺 藤田徹文 布教団副団長
世　羅 弘願寺 正覚正利 ビハーラ備後代表
世　羅 光源坊 有光千津子 婦人会委員長
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備後教区基幹運動推進委員会組織変更について 

 

備 後 教 区 教 務 所 長 

基幹運動推進委員会 会長 

佐々木孝昭 

 

このたび、宗派の組織変更を機に、私たち備後教区基幹運動推進委員会も組織の変

更を行うことが決定されました。 

宗派の組織変更は次のような目的から行われました。 

 

イ) 浄土真宗の教えに基づく取り組みであることをより明確にし、全員

聞法・全員伝道の運動体として推進する。 

ロ) 門信徒会運動と同朋運動との各成果と基幹運動にまとめられた経緯

を踏まえつつ両運動を展開する。 

ハ) 全教団的な体制のもとで、責任と役割を明確にし、より強力かつ円

滑に推進する。 

 

現在、今日までの基幹運動の成果と課題を踏まえ、基幹運動計画が策定され、運動

が推進されています。その運動計画では、門徒推進員をはじめとするあらゆる人々の

運動への参画がめざされています。もとより基幹運動(門信徒会運動・同朋運動)は、

一九八〇(昭和五五)年に発布された「教書」が根本となって進められてきました。 

しかし基幹運動には今日まで、「教書」の精神が徹底されないことを可能とする組

織構造があったように思います。 

このたびの組織変更は、それらの反省をもとに、宗派をあげて基幹運動に取り組む

決意が形に表されたものです。私たち備後教区基幹運動推進委員会も、宗派の一員と

して、教区をあげて歩んでいくために、別図のような組織作りを行いました。 

 

 組織の変更は形式の問題ではありますが、そこには大切な精神がこめられていま

す。 

「教書」の末尾に、「念仏は、私たちがともに人間の苦悩を担い、困難な時代の諸

問題に立ち向かおうとする時、いよいよその真実をあらわします。」と述べられてい

ます。このように「教書」は、お念仏の力への確信で満ちています。いまあらためて

この言葉を読み返し、私自身を振り返って、ここまでお念仏の力を確信してきたかと

言えば、恥ずかしい思いが致します。基幹運動が充分な成果をあげてこなかった原因

の一つには、備後教区でいえば、教務所長であり基幹運動推進委員会会長である私自

身の姿勢もあったのではないかと反省をしています。 

基幹運動が、僧侶の皆様や教化団体の皆様はもとより、全宗派をあげた運動であっ

てこそ、私たちの宗派に、お念仏の真実があらわれてくるのではないでしょうか。こ

のたびの組織変更は、このような思いを深めさせていただく機縁となりました。教区

内皆様には、どうぞともに歩みを進めていただきますよう、宜しくお願い致します。 
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深
津
組
・
正
善
寺
坊
守 

藤
井 

 

慈
さ
ん 

（
ご
紹
介
・
三
谿
組
善
徳
寺
坊
守 

 
 

 
 

 
 
 

長
谷
川
さ
と
み
さ
ん
） 

 

ご
住
職
は
お
寺
の
運
営
す
る
「
千
鶴
幼

稚
園
」
と
「
神
辺
千
鶴
幼
稚
園
」
の
園
長

先
生
、
そ
し
て
慈
坊
守
は
副
園
長
を
さ
れ

て
い
ま
す
。
園
で
は
１
７
０
人
近
い
園
児

が
わ
き
あ
い
あ
い
と
過
ご
し
て
い
る
姿
が

見
ら
れ
、
お
寺
の
境
内
に
は
、
子
ど
も
た

ち
の
元
気
い
っ
ぱ
い
の
声
が
響
き
わ
た
っ

て
い
ま
し
た
。 

次
回
も 

お
楽
し
み
に
！ 

 

毎
年
、
大
晦
日
の 

除
夜
会
に
は
、
大
勢
の
人
が 

鐘
を
つ
き
に 

こ
ら
れ
る
そ
う

で
す
。 

 

実
行
委
員
会
の
方
々
が
、 

お
そ
ば
や 

竹
と
っ
く
り
を 

ふ
る
ま
っ
て 

く
だ
さ
る 

と
の
こ
と
。 

Ｑ
：
「
千
鶴
幼
稚
園
」
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
拝
見
さ
せ
て
も

ら
っ
た
の
で
す
が
、
園
で

「
リ
ン
デ
ン
音
楽
院
」
と
い

う
教
室
も
さ
れ
て
い
る
の
で

す
ね
。
坊
守
さ
ん
が
指
導
さ

れ
る
の
で
す
か
？ 

Ａ
：
え
え
。
私
を
含
め
て
３
人
で

指
導
し
て
い
ま
す
。
発
表
会

は
「
神
辺
文
化
セ
ン
タ
ー
」

で
し
て
い
る
ん
で
す
・ 

Ｑ
：
と
い
う
こ
と
は
、
坊
守
さ
ん

は
音
大
ご
出
身
で
す
か
？ 

Ａ
：
そ
う
な
ん
で
す
。 

Ｑ
：
い
や
ー
実
は
私
も
、
大
学
で

声
楽
専
攻
だ
っ
た
ん
で
す
。

（
ち
ょ
っ
と
自
慢
さ
せ
て
も

ら

い

ま

す
。
ふ

っ

ふ
…
）

じ
ゃ
あ
、
お
寺
で
コ
ー
ラ
ス

の
活
動
と
か
さ
れ
て
い
る
ん

で
す
か
？ 

Ａ
：
い
え
い
え
。
要
望
は
あ
る
ん

で
す
が
、
続
け
て
い
く
と
な

る
と
、
な
か
な
か
ね
…
。
難

し
い
で
す
。
で
も
月
一
回
の

法
座
の
あ
と
に
、
毎
年
一
曲

決
め
た
歌
を
、
み
な
さ
ん
と

う
た
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

と
、
園
児
が
本
堂
に
お
参
り

す
る
と
き
は
、
子
ど
も
用
の

仏
教
讃
歌
な
ど
を
歌
っ
て
い

ま
す
。
「
お
正
信
偈
の
う

た
」
は
子
ど
も
も
歌
え
る
ん

で
す
よ
。 

Ｑ
・
寺
婦
コ
ー
ラ
ス
「
ボ
ー
モ

リ
ー
ズ
」
に
も
入
っ
て
お
ら

れ
る
ん
で
す
よ
ね
。 

Ａ
：
参
加
で
き
た
り
、
で
き
な

か
っ
た
り
な
ん
で
す
け
れ

ど
、
今
の
私
の
趣
味
と
い
っ

た
ら
コ
ー
ラ
ス
な
の
か
な

あ
。 

住
：
ま
あ
、
坊
守
は
園
、
お
寺
、

リ
ン
デ
ン
音
楽
院
、
そ
し
て

家
庭
の
こ
と
な
ど
で
、
ど
の

場
面
に
お
い
て
も
一
人
で
は

難
し
い
ん
で
す
。
お
互
い
だ

と
は
思
う
ん
で
す
が
、
い
て

も
ら
わ
な
い
と
困
る
存
在
で

す
よ
ね
。
ど
う
し
て
も
カ

バ
ー
で
き
な
い
と
こ
ろ
を
動

い
て
い
る
、
と
い
っ
た
感
じ

で
す
。
コ
ー
ラ
ス
は
、
い
い

息
抜
き
に
も
な
っ
て
い
る
ん

で
し
ょ
う
ね
。 

 

 
 

 

         

            

Ｑ
：
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
お
願
い

し
ま
す
。 

Ａ
：
そ
う
で
す
ね
。
私
の
子
ど
も

（
高
校
生
）
が
、
も
う
大
き

く
な
っ
た
せ
い
で
し
ょ
う

か
。
園
児
の
保
護
者
の
方
か

ら
子
育
て
に
つ
い
て
相
談
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
私
は
、
聞
い
て
た
だ
う

な
づ
く
こ
と
ぐ
ら
い
し
か
で

き
ま
せ
ん
け
れ
ど
…
。 

 
 

今
は
、
そ
の
日
そ
の
日
を
過

ご
す
の
が
精
一
杯
な
ん
で
す

が
、
そ
ん
な
中
で
も
い
つ
ま

で
も
笑
顔
で
、
明
る
く
過
ご

せ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す 

（
聞
き
手 

中
組 

香
積
寺 

福
島
雅
子
） 

 
 

 

ご
住
職
は
、
美
大
、 

慈
坊
守
は
音
大
で 

ピ
ア
ノ
を
学
ば
れ
た
と
い
う 

芸
術
家
の
ご
夫
婦
？ 
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六
月
六
日
午
後
一
時
よ
り
本
願

寺
備
後
会
館
に
お
い
て
、
同
朋
三

者
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
、
今
後
の

方
向
性
に
つ
い
て
協
議
が
な
さ
れ

ま
し
た
。 

仏
教
婦
人
会
連
盟
の
若
婦
人
研

修
会
が
、
北
部
は
七
月
五
日
に
世

羅
組
善
仁
寺
を
会
場
に
、
南
部
は

七
月
六
日
に
本
願
寺
備
後
会
館
を

会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
兵
庫
教
区
姫
路
中
組
善
教

寺
の
衆
徒
で
元
フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
結
城
悦
郎
（
旧
姓
松

倉
）
師
で
、
「
値
遇
～
い
の
ち
・
み

つ
め
て
～
」
と
題
し
て
お
話
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

備
後
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
総

会
が
四
月
十
五
日
に
本
願
寺
備
後

会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
仏
教

婦
人
会
人
会
総
連
盟
講
師
の
清
岡

隆
文
師
を
講
師
に
迎
え
、「
行
動
あ

る
聞
法
者
と
は
？
」
と
題
し
て
講

義
を
頂
き
ま
し
た
。
当
日
は
二
九

一
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
聞
法
者

と
し
て
如
何
に
行
動
す
べ
き
を
考

え
る
、
尊
い
ご
縁
に
な
り
ま
し
た
。 

三
月
二
十
七
日
に
少
年
連
盟
主

催
の
備
後
教
区
子
ど
も
大
会
（
第

五
回
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
）
が

御
調
東
組
浄
泉
寺
を
メ
イ
ン
会
場

に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

は
、
子
ど
も
・
引
率
者
合
わ
せ
て
十

九
チ
ー
ム
一
八
六
名
の
参
加
が
あ

り
、
古
都
尾
道
を
地
図
を
片
手
に

史
跡
や
お
寺
を
巡
り
っ
た
り
、
人

形
劇
の
上
演
も
あ
り
、
楽
し
い
一

日
を
過
ご
し
ま
し
た
。 

六
月
五
日(

木)

に
本
願
寺
備
後

会
館
に
お
い
て
、
寺
婦
総
会
お
よ

び
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
総

会
の
後
の
昼
休
憩
に
は
、『
ボ
ー
モ

リ
ー
ズ
」
に
よ
る
爽
や
か
な
歌
声

を
聴
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

午
後
か
ら
は
、「
子
ど
も
家
庭

教
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
」
の
富
田

富
士
也
氏
に
よ
る
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。 

『「
聴
」
と
言
う
字
に
は
十
四
の

心
が
あ
り
ま
す
。
心
は
自
分
自
身

の
中
に
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。

人
と
人
と
の
関
係
な
し
で
は
存
在

し
な
い
ん
で
す
。
』
と
い
う
お
話
が

印
象
的
で
し
た
。 

 
六
月
三
日
に
本
願
寺
備
後
会
館

に
於
い
て
、
勤
式
指
導
所
特
別
講

師
、
水
原
夢
江
先
生
を
講
師
に
迎

え
、｢

三
奉
請
の
研
究｣

と
題
し
て

ご
講
義
を
頂
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
例
年
は
各
組
の
勤
式
推

進
員
・
特
別
法
務
員
を
主
と
し
て

開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年

度
よ
り
教
区
内
全
ヶ
寺
を
対
象
に

ご
案
内
を
さ
せ
て
頂
き
、
合
わ
せ

て
二
十
数
名
の
方
々
が
ご
参
加
下

さ
い
ま
し
た
。 
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本
年
四
月
一
日
付
で
、
教
務
所
の
原

英
順
主
事
が
賛
事
に
、
法
正
良
映
書
記

が
録
事
に
そ
れ
ぞ
れ
昇
職
い
た
し
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

仏
壮
連
盟
総
会
・
研
修
会
が
三

月
二
日
に
本
願
寺
備
後
会
館
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

講
師
は
宗
会
議
員
で
三
谿
組
明

覚
寺
住
職
の
不
二
川
公
勝
師
で
、

『「
世
界
へ
の
開
け
」
―
い
の
ち
、

人
権
、
環
境
―
』
と
い
う
テ
ー
マ
の

下
、
世
界
開
教
と
い
う
視
点
か
ら

の
講
義
を
頂
き
ま
し
た
。 

な
お
、
仏
壮
連
盟
の
新
役
員
が

次
の
通
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

 

理
事
長
・
会
議
員 

三 

次 

西
善
坊 

戸
田 

 

肇 

副
理
事
長 

御
調
東 

光
林
寺 

元
廣 

清
志 

世 

羅 

光
永
寺 

松
本 

侍
男 

理
事 

深 

津 

真
光
寺 

高
橋 

実
雄 

芦 

田 

光
明
寺 

土
井 

正
明 

三 

谿 

善
徳
寺 

広
信 

信
人 

比 

婆 

妙
延
寺 

畠
上 

耕
治 

三 
次 

法
正
寺 

塩
田 

博
惟 

御
調
西 

法
泉
寺 

貞
広 

節
男 

世 

羅 
西
教
寺 

中
谷 

 

努 

三 

次 
西
善
坊 

曽
利
田
隆
三 

監
事 

芦 

田 

光
明
寺 
渡
辺 

堅
吾 

ビ
ハ
ー
ラ
備
後
の
総
会
が
六
月

二
十
七
日
に
本
願
寺
備
後
会
館
に

於
い
て
開
催
さ
れ
、
次
の
通
り
新

役
員
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。 

総
会
に
引
き
続
き
、
本
願
寺
ビ

ハ
ー
ラ
専
門
委
員
の
鎌
田
哲
成
師

を
講
師
に
迎
え
、
公
開
講
座
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

 会
長 

世 

羅 

弘
願
寺 

正
覚 

 

正
利 

副
会
長 

比 

婆 

妙
延
寺 

尾
野 

 

義
宗 

沼
隈
西 

浄
泉
坊 

有
木 

 

亀
子 

世 

羅 

浄
楽
寺 

栗
原 

 

一
乗 

沼
隈
西 

浄
泉
坊 

桜
田 

 

淑
子 

書
記 

 

奥 

泉
滝
寺 

大
塚 

貴
和
子 

沼
隈
南 

光
林
寺 

天
地 

喜
美
子 

監
査 

世 

羅 

興
学
寺 

覚
王
地
美
保
子 

御
調
東 

法
光
寺 

高
橋 

 

沢
子 

備
後
教
区
布
教
団
の
総
会
・
研
修

会
並
び
に
布
教
大
会
が
次
の
通
り

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

◇
布
教
団
総
会
・
研
修
会 

六
月
二
十
日(

金)
 

研
修
会
テ
ー
マ 

｢

宗
祖
に
お
い
て
浄
土
真
宗
と
は｣

 

場
所 

本
願
寺
備
後
会
館 

講
師 

勧
学
・
山
田 

行
雄 

参
加
者 

二
十
五
名 

 

◇
夏
期
布
教
大
会 

六
月
二
十
一
日(

土)
 

参
拝
者 

約
百
名 

 

◇
特
別
布
教
大
会 

六
月
二
十
四
日(

火)
 

場
所 

鴨
川
北
組 

円
福
寺 

参
拝
者 

約
四
十
名 

布
教
団
の
新
役
員
が
次
の
通
り

決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

 

副
団
長 

 

奥 

浄
福
寺 

山
下 

義
円 

深 

津 

光
栄
寺 

平
山 

義
隆 

御
調
西 

光
徳
寺 

藤
田 

徹
文 

 
役
員 

備
中
里 

大
円
寺 

奥
村 

昭
道 

 

奥 
浄
福
寺 

山
下 

義
円 

深 

津 
光
栄
寺 

平
山 

義
隆 

鴨
川
北 

円
福
寺 

三
條 

義
見 

沼
隈
南 

光
林
寺 
天
地 

秀
顕 

沼
隈
南 

南
泉
坊 
岡
部 

正
顕 

芦 

田 

西
福
寺 

山
名 
孝
彰 

神 

石 

光
徳
寺 

椙 
 

英
俊 

三 

谿 

善
徳
寺 

長
谷
川
憲
章 

比 

婆 

妙
延
寺 

尾
野 

義
宗 

三 

次 

源
光
寺 

福
間 

玄
猷 

三 

次 

専
正
寺 

深
水 

正
道 

御
調
東 

法
光
寺 

季
平 

博
昭 

御
調
西 

光
徳
寺 

藤
田 

徹
文 

世 

羅 

円
超
寺 

法
正 

良
映 

世 

羅 

浄
楽
寺 

栗
原 

一
乗 
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ご意見・ご質問は paper@bingo.gr.jp まで! 

Ｑ
、
御
本
山
に
朝
参
り
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
正
信
偈

の
お
勤
め
の
後
、
お
経
本
に

載
っ
て
い
な
い
お
勤
め
を
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
ど
こ
に
あ
る
の

で
す
か
？ 

 

Ａ
、
そ
れ
は
和
讃
の
繰
り
読
み

と
い
い
ま
す
。
親
鸞
聖
人
の
お

詠
み
に
な
ら
れ
た
お
歌(

和
讃)

を
繰
り
返
し
読
ま
れ
て
い
る
の

で
す
。
経
本
は
『
小
本
和
讃
』

(

二
千
三
百
円)

を
用
意
し
ま

し
ょ
う
。
読
み
方
に
つ
い
て

は
、
各
寺
院
の
住
職
様
に
相
談

し
て
勉
強
会
を
開
い
て
も
ら
う

の
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
テ
ー
プ
も
出
て
い
ま
す
。 

 

宗
報
に
毎
月
の
本
山
晨
朝
日

程
が
載
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。 

五
月
二
十
三
日
（
金
）
山
口
西
京

ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
い
て
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

備
後
教
区
か
ら
は
備
龍
会
野
球

部
十
六
名
が
『
優
勝
』
を
合
言
葉
に

大
会
に
挑
み
ま
し
た
が
、
初
戦
で

四
州
教
区
に
敢
え
無
く
敗
退
。
部

員
一
同
、
秋
の
全
国
大
会
に
向
け

て
雪
辱
を
誓
い
合
い
、
球
場
を
跡

に
し
ま
し
た
。 

な
お
、
今
大
会
は
安
芸
教
区
の

優
勝
に
よ
り
幕
が
閉
じ
ら
れ
ま
し

た
。 

恒
例
の
教
区
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
、
四
月
三
日
、
御
調
町
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
球
場
に
於
い
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

当
日
は
、
教
区
内
よ
り
老
若
男

女
合
わ
せ
て
六
十
五
名
の
参
加
が

あ
り
、
優
勝
は
、
沼
隈
南
組
・
鴨
川

北
組
合
同
チ
ー
ム
で
し
た
。 

な
お
、
Ｍ
Ｖ
Ｐ
は
沼
隈
南
組
南

光
坊
の
季
平
芳
道
さ
ん
、
最
優
秀

投
手
は
芦
田
組
明
浄
寺
坊
守
立
神

多
恵
香
さ
ん
で
し
た
。 

本
年
、
備
後
教
区
青
年
僧
侶
の

会
備
龍
会
が
創
立
三
十
周
年
の
佳

節
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
去
る
五

月
十
七
日
、
記
念
大
会
を
催
し
ま

し
た
と
こ
ろ
、
数
多
く
の
ご
参
加

を
賜
り
、
盛
会
に
て
終
了
さ
せ
て

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

こ
れ
も
全
て
教
区
の
皆
様
を
は

じ
め
、
各
方
面
の
多
大
な
る
ご
協

力
の
お
陰
と
会
員
一
同
感
謝
致
し

て
お
り
ま
す
。 

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
も
な
お
一
層
の
ご
支
援
・
ご
鞭

撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

備
龍
会
前
会
長 

那
須
英
信 

今号から「勤式Ｑ＆Ａ」の

コーナーが始まりました。怪僧 

釈勤式が、勤式に関する皆様の

素朴な疑問にお答えします。 

どしどし御投稿ください。 

 

FAX 084-931-9323 

E-Mail paper@bingo.gr.jp 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平

素
よ
り
、
ご
指
導
ご
理
解
賜
り
ま

し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。 さ

て
、
七
月
七
日
、
第
十
六
代
新

役
員
が
次
の
通
り
決
定
い
た
し
ま

し
た
。 

今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

備
龍
会
会
長 

立
神
義
昭 

 会
長 

芦 

田 

明
浄
寺 

立
神 

義
昭 

副
会
長 

世 

羅 

浄
楽
寺 

栗
原 

一
乗 

 

奥 

増
福
寺 

藤
本 

直
樹 

深 

津 

光
善
寺 

苅
谷 

友
之 

事
務
局 

神 

石 

正
善
寺 

熊
原 

得
也 

会
計 

鴨
川
北 

照
専
寺 

佐
々
木 

弘
海 
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4月   
 1日 教区会議員・組長選挙 

 7日 教区勤式練習会 

 11日 会館常例法座(天地秀顕師) 

 15日 仏婦連盟総会・研修会 

 16日 保育連盟全体会 

 22日 布教団長・副団長会議 

 24日 臨時教区会 

 25日 寺族婦人会若婦人研修会 

  (末本弘然先生、三次組専法寺にて) 

5月   
 1日 組長会 

 6日 ビハーラ備後役員会 

 7日 布教団役員会 

 8日 門徒総代会世話人会 

 11日 会館常例法座(奥村昭道師) 

 12日 少年連盟役員会 

 13日 寺族婦人会役員会 

 23日 ブロック寺青野球大会 

 26日 仏教婦人会新役員会・研修会(27日まで) 

 27日 賦課基準等調整委員会委員長・副委員長会議 

 29日 教区勤式練習会 

 31日 門推ブロック連絡協議会(1日まで) 

6月   
 3日 教区勤式研修会・組勤式推進員 協議会 

  (水原夢江師) 

 5日 寺婦総会・研修会(富田富士也師) 

 6日 同朋三者懇話会 

 10日 教区基幹運動推進委員会総会 

  賦課基準等調整委員会 

 11日 前門様一周忌法要 

  会館常例法座(佐々木至成師) 

 14日 仏青ブロック連絡協議会(15日まで・備後) 

 18日 教区基推第4部会・各専門委員会協議会 

 19日 会館責役総代会 

 20日 布教団総会・研修会 

 21日 夏期布教大会 

 24日 特別布教大会(鴨川北組円福寺) 

 26日 教区基推第1部会、第2部会 

 27日 ビハーラ備後総会 

  教区勤式練習会 

 28日 仏壮ブロック連絡協議会(29日まで・備後) 

 30日 仏教婦人会常任委員会 

・念仏申す人生とは“間に合った”と言える人生 

 

・人は皆、“凡夫(ただひと)”である 

 

・世間が狭いのではない 私の心が狭いのである 

7月   
 3日 少年連盟ブロック指導者研修会(4日まで) 

 4日 基推正副会長会議 

 5日 若婦人研修会(北部 世羅組善仁寺) 

 6日 若婦人研修会(南部 本願寺備後会館) 

 9日 教区会本山参拝(10日まで) 

 11日 会館常例法座(平山義文師) 

 12日 教区保育連盟新任教職員補任式・研修会 

  教区真宗青年の集い(13日まで・世羅組円超寺) 

 15日 平和のつどい打ち合わせ会合(中組光福寺) 

 16日 門推世話人会 

  教区推第3部会 

 17日 平和のつどい実行委員会 

  組長会 

 18日 教区少年連盟指導者研修会(三谿組照善坊) 

7月 
 23日 教区基推第1部会 

 29日 中四国まことの保育大学講座(30日まで) 

8月   
 11日 会館常例法座 

 24日 仏壮夏季研修会(世羅組光永寺) 

 25日 教区基推第2部会 

9月   
 1日 同朋三者懇話会(広島)  

 2日 布教団研修旅行(4日まで) 

 2日 所長・議長会同(備後) 

 4日 三次組組巡教記念法座 

 5日 御調東組組巡教記念法座 

 8日 ブロック布教使研修会(9日まで) 

 9日 全国寺青野球大会(10日まで) 

 11日 会館常例法座(平山智正師) 

 12日 平和のつどい 

 17日 千鳥ヶ淵全戦没者追悼法要(18日まで) 

10月   
 1日 ブロック青年布教使研修会(2日まで) 

 3日 寺婦研修会 

 4日 ブロック門推研修会(5日まで、四州) 

 6日 秋季勤式研修会(組推進委員・特別法務員) 

 7日 教区勤式練習会 

 11日 会館常例法座(堤有年師) 

  ブロック仏青研修会 

  (小武秀道師、世羅組照明寺) 
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(

敬
称
略)

 

深 

津 

専
光
寺 

衆
徒 

中
田 

實
郎 

 (

十
一
月
五
日)

 

御
調
東 

善
行
寺 

住
職 

入
澤 

弘
生 

 
(

三
月
二
十
五
日
寂)

 

三 

次 

照
円
寺 

前
坊
守 

松
茂 

澤
子 

 
(

四
月
十
九
日
寂) 

三 

谿 

光
澤
寺 

衆
徒 

澤
井 

芳
彦 

 
(

五
月
十
三
日
寂) 

御
調
東 

大
通
寺 

衆
徒 

大
淵 

忍
爾 

 
(

五
月
二
十
日
寂) 

世 

羅 

西
照
寺 

衆
徒 

米
澤 

芳
照 

 
(

五
月
二
十
一
日
寂)

 

各法人から県庁への書類提出期限は7月31日です。 

広島県内の寺院  

〒730-0011 広島市中区基町10-52 

広島県庁内 県民環境生活部 私学振興室 

岡山県内の寺院 

〒700-8570 岡山市内山下2-4-6 

岡山県 総務部 総務学事課 

す
っ
か
り
ム
カ

デ
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
み
な
さ

ん
ど
う
い
っ
た
対

策
を
し
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
し
ょ
う

か
？
我
が
家
は
窓
を

閉
め
き
り
、
冷
房
ガ
ン
ガ
ン
で
す
。

か
え
っ
て
違
う
虫
が
発
生
し
そ
う

で
す
が
…
。 

 

一
方
編
集
部
で
は
、
藤
井
迎
朋

師
を
新
た
に
お
迎
え
し
、
ま
た
〆

切
と
に
ら
め
っ
こ
の
日
が
続
い
て

お
り
ま
す
。 

 

そ
し
て
、
長
年
教
区
報
編
集
に

ご
苦
労
を
い
た
だ
き
ま
し
た
小
島

照
行
先
生
が
、
編
集
委
員
の
職
を

退
か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

中
華
料
理
屋
さ
ん
で
の
『
ピ
ー
タ

ン
」
に
つ
い
て
の
あ
つ
い
ト
ー
ク

を
ま
た
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

そ
う
だ
！ 

今
度
は
「
く
い
し
ん

ん
ぼ
う
探
訪
」
し
た
い
な
あ
。 

 

(

Ｍ
・
Ｆ)

 

 

備
中
里
組 

地
福
寺
様
よ
り
香

典
返
礼
を
頂
き
ま
し
た
。 

備
中
里
組
浄
心
寺
仏
教
婦
人
会

様
よ
り
本
願
寺
備
後
会
館
へ
指
定

寄
付
を
頂
戴
致
し
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

(

敬
称
略)

 

備
中
里 
慈
恩
寺 

渡
邉 
久
美
子 

(

久

遠

) 

沼
隈
南 

南
禅
坊 

鼻
戸 

千
保
子 

(

千

澄

) 

比 

婆 

妙
延
寺 

尾
野 

義
顕 

(
義

顕
) 

御
調
東 

永
正
寺 

深
水 

健
司 

(

健

真

) 
(

三
月
二
十
九
日
付)

 

(

敬
称
略)

 

芦 

田 

西
法
寺 

亀
山 

智
之 

(

智

照

)
 

(

二
月
二
十
七
日
付)

 

沼
隈
南 

南
禅
坊 

高
階 

大
佑 

(

清

慧

)
 

世 

羅 

真
行
寺 

是
山 

覚
然 
(

覚

然

)
 

(

三
月
十
五
日
付) 

本
願
寺
備
後
会
館
の
今
年
度

夏
季
休
館
日
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。  


